
コンパクトなまちづくりとは

○ 人口減少・高齢者の増加

○ 拡散した市街地

都市を取り巻く状況

■ 都市の生活を支える機能の低下
○医療・福祉・商業等の生活

サービスの維持が困難に
○公共交通ネットワークの縮小・

サービス水準の低下

■ 地域経済の衰退
○地域の産業の停滞、企業の撤退
○中心市街地の衰退、

低未利用地や空き店舗の増加

■ 厳しい財政状況
○社会保障費の増加
○インフラの老朽化への対応

都市が抱える課題 コンパクトシティ
生活サービス機能と居住を
集約・誘導し、人口を集積

＋
ネットワーク

まちづくりと連携した公共交
通ネットワークの再構築

中心拠点や生活拠点が
利便性の高い公共交通で結ばれた
多極ネットワーク型コンパクトシティ

生活利便性の維持・向上等
●生活サービス機能の維持
●生活サービス施設へのアクセス確保など
利用環境の向上

●高齢者の社会参画

高齢者や子育て世代が安心・快適に
生活できる都市環境

地域経済の活性化
●サービス産業の生産性向上。投資誘発
●外出機会・滞在時間の増加による消費拡大

ビジネス環境の維持・向上により
地域の「稼ぐ力」に寄与

行政コストの削減等
●インフラの維持管理の合理化
●行政サービスの効率化
●地価の維持・固定資産税収の確保
●健康増進による社会保障費の抑制

財政面でも持続可能な都市経営

地球環境への負荷の低減
●エネルギーの効率的利用
●ＣＯ２排出量の削減

低炭素型の都市構造の実現
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コンパクトシティ化による効果の例出典：国土交通省HP

都市の中心拠点や生活拠点に商業、行政サービス、生活上必要な都市機能や居住地を一定範囲に誘導するこ
とにより、住民の生活利便性の維持・向上、サービス産業の生産性向上による地域経済の活性化、行政サービ
スの効率化等による行政コストの削減、地球環境への負荷の低減などの具体的な行政目的を実現するための有
効な政策手段

都市機能誘導区域

居住誘導区域


